
※｢基準点」…合格のために最低限越えなくてはいけない点数。｢合格点」…合格に必要な点数（総合得点）。

2つの新カリキュラム2つの新カリキュラム

め」へと位置づけが変化しつつある「記述式」。早い段階から取り組むことで得点力アップに繋げていきます。

新規開講！

NEW!

進化し続ける合格ノウハウ！

新カリキュラム1

はじめて書く

記述式パターンマスター講座
記述式を得意→得点源に！

■ カリキュラム内容

全12回・3時間／回
不動産登記法  7回　　商業登記法  5回

■ 実施の流れ（時間は目安）

180分 演習 ⇨ 解説講義

《従来の合格パターン》 《近年の合格パターン》

択一式でできるだけ得点を稼ぎ、記述式は基準点を超えるくらいの得
点パターン（合格パターン）が多かったが、近年の択一式難化や受験
生レベルの高止まりにより上積み分を稼ぐことが難しくなってきた。

合格点への上積み分

基準点

択一式（午前）
105点満点 

合格点への上積み分

基準点

基準点

択一式（午後）
105点満点 

記述式
70点満点

合格点への上積み分

基準点

択一式（午前）
105点満点 

合格点への上積み分

基準点

択一式（午後）
105点満点 

記述式
70点満点

基準点

合格点への上積み分

択一式で合格点への上積み分が稼ぎにくくなった分、記述式で点数
を稼ぎ、合格点へ到達する。

全12回

NEW!

第１回（午前問）、第2回（午後問）をあわせて本試験と同じ出題数・同じ試験時間となる最初の総合問題です。本試験の出題
形式に慣れるだけでなく、これまで学習してきた知識・解法を試す絶好の機会となりますので、思う存分実力をぶつけてみて
ください。成績判定も行いますので本格的な答練となるジャンプ答練の前の段階でご自身の実力を確認し、直前期の学習の
足がかりとしてください。

標準装備 !新カリキュラム2

実力診断テスト
基礎講座の総括＆直前期への指針に！

■ カリキュラム内容

第１回  実体法（午前の部）科目  択一式35問
第２回  手続法（午後の部）科目  択一式35問 ＋ 記述式２問

■ 実施の流れ（時間は目安）

第１回 120分 ⇨ 別途実施の解説講義を受講
第２回 180分

《カリキュラムイメージ》
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INPUT OUTPUT 基礎力養成期 OUTPUT 合格力養成・完成期

基礎講座
〈主要4科目編〉

基礎講座
〈マイナー科目編〉

早稲田合格答練　ジャンプ答練

択一予想論点マスター講座

早稲田合格答練　全国公開模試
基礎演習

記述式
演習講座

はじめて書く

記述式パターン
マスター講座

基礎力養成期で学習した知識・テクニックを試す
総点検の場として実力診断テストを活用！

本試験と同形式・同時間で実施。
合格力養成・完成に向けた指針として活用！

早稲田合格答練

実力診断
テスト

全2回


